
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テーマ 「知って得する情報あるかも！？」 

～みんなの活動をより便利にするために 

ICT 活用・スキルアップのしかけを考えよう～ 

ラウンドテーブル・・・ 

テーマに沿って、参加者
がフラットな立場で、意
見交換を行います。 

今回【夜の部】のテーマは、「知って得する情報あるかも！？～みんなの活動をより便

利にするために ICT 活用・スキルアップのしかけを考えよう～」 です。 

１１月に行った Step１では、～あなたの活動にマッチした ICT サポートツールを見つけ

よう～という内容でした。はじめに活動をより便利に楽しくするソフトやアプリの紹介を

受け、次にグループでパソコンやスマホ活用の現状や悩みを出し合いました。 

今回の Step２では、悩みやできないことを克服するための解決方法を考えます。「パ

ソコンのソフトやスマホのアプリはよくわからないが、自分たちの活動にちょっとでも取り入

れたい、スキルアップしたい」と思っておられる方、大歓迎です。また団体に参加してい

なくても、関心のある方ならどなたでも参加できます。 

＊対象 ： どなたでも参加できます 

＊定員 ： ５０名 （定員になり次第締め切ります） 

＊申し込み ： メールまたはＦＡＸでお願いします。（申込は裏面へ） 

主催       草津市まちづくり協働課  くさつラウンドテーブル世話人会 

実施事務局  認定特定非営利活動法人しがＮＰＯセンター 

協力        公益財団法人草津市コミュニティ事業団 

 

 

⾝の回りのたくさんの課題が出され
ました。市⺠活動団体だけでなく、
地域の⽅や市の職員の⽅も集まり
現状を出し合いました。⾝の回りの
課題について、少しでも解決できる
道筋を⾒つけましょう。 

【夜の部】 

Step2 ２月１７日（金） 18:30～21:00 

  場所 ： 草津市民総合交流センター（キラリエ草津） 502・503 

2022 年度 くさつラウンドテーブル 



  
       「状況や課題の共有」 

掲げたテーマに関わる状況や、みなさんの活動上での悩みを交流し合い、課題をみんなで共有します。 

Step２       「課題解決のアイデア」 

                 共有された課題に対し、その分野に関心のあるさまざまな人が集まり、解決策を話し合います。  

Step３       「アイデアの実現と協働」 （マッチングテーブル） 

 Steｐ２により出された提案が新たな事業展開につながりそうな場合は関連主体のみで集まり実施へ 

の可能性を探ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       → ほかに公共施設のデジタル化についても話し合いました。Ｓｔｅｐ２では、ＩＣＴについて学べる方法や、もっと 

便利に使えるしくみや提案を出し合いましょう。 

 

       くさつラウンドテーブル 【夜の部】  参加申込書   締め切りは２月１６日（木）です 

     

お名前  

団体・所属 
     （あれば） 

 

電話番号  

参加希望 （     ） ２月１７日（金）18：30～のラウンドテーブルに参加します。 

連絡事項 

     （あれば） 

 

        

        ※メールの方は、上の項目を直接メールの文面に書いてお申し込みください。 

参加申込先  草津市まちづくり協働課   ＦＡＸ  ０７７－５６１－２４８２          

                                                                                                                                                   メール machi@city.kusatsu.lg.jp 

くさつラウンドテーブル３つの Step 

【夜の部】Step１で出てきた現状 

  ＜ICT こんなこと困っている＞ 

・団体メンバーに LINE ができる人とできない人がいて、できない人には結局紙で届けなければならない。  

・メールで送っても見ていない人があり結局電話している。スキルのメンバーでの共有化が難しい。 

・メンバーの連絡手段に困っている。ファックス・メール・返信はがき・電話は、作業が大変だしお金もかかる。 

・写真を撮り忘れることが多く、記録できていないことがある。 また写真の整理ができず溜まっていく。 

・自宅のパソコンで資料を印刷するのが大変。特にページ数が多い時は紙代・インク代がかさむ。  

・集まる時の調整に時間がかかる。予定が調整できるソフト（アプリ）があると聞いたが使い方がわからない。 

・写真やプレゼンデータの容量が大きくメールで送れない時に、わざわざ電車で届けたことがある。 

＜ICT で活動が便利なった＞ 

・QR コードの使い方を学んでチラシに載せたら、活動案内など見てくれる人が増えてよかった。  

・コロナ禍の会議を、ZOOM でやれるようになった。日常でも使うようにしたら集まりやすくなった。 

・ＳＮＳでのイベントページを活用したら、情報が新たな人に伝わって参加者が増えた。 

・動画が簡単に撮れるようになったので活動紹介をつくったら、いろんな人が共有してくれた。 

１回⽬に参加してい
なくても⼤丈夫です。 


